
 

（第２号様式）   
令和５年４月１日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜緑園高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月２日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の資質・能
力を向上させるた
め、ICT を活用した
組織的授業改善に
取り組む。 
 
 
 
 
 
 
②新学習指導要領
に対応した教育課
程を編成し、大学
進学等の進路希望
を実現させる学習
指 導 を 充 実 さ せ
る。 

①ICT 活用能力のさ
らなる向上を目指し
OJT や公開研究授業
を組織的に実施す
る。１人１台端末の
活用を進めながら校
内 ICT 環境を整備す
る。 
 
 
 
②新学習指導要領の
実施に伴い、教育課
程編成上の課題を見
出して対応を検討し
ていく。 

①これまでに積み上
げた ICT 活用方法を
土台に、幅広い活用
ができるようソフ
ト・ハードの両面で
ICT 環境の整備をす
る。 
 
 
 
 
②新学習指導要領の
教育課程を展開する
中で、課題を整理
し、適切な方法を検
討し即時に対応でき
たか。 

①教員の ICT 活用
拡充に向けて、そ
の手立てを組織的
に検討することが
できたか。 

 
 
 
 
 
 

②見出した課題に
ついて、当該教科
や関連グループと
連携して適切な対
応がとれたか。 

①10 月に実施
した ICT活用を
テーマとした
公開研究授業
の実施や日々
の教科内の打
合せ等で活用
法の情報交換
な ど が 進 ん
だ。 
 
②指導と評価
の計画の策定
や観点別評価
の重み付けに
ついて教科内
で十分に検討
がなされた。 

①１人１台端末が
段階的に拡充され
ていくので、今後
も継続的な教科内
の打合せを重ね、
また他校からの情
報等も積極的に収
集していく必要が
ある。 
 
 
②順次新しい教育
課程上の科目が開
講 さ れ て い く の
で、入学から卒業
までを見通した指
導法と評価法を常
に検討していく必
要がある。 

できることは全て手
を打っている。各 GL
がグループ業務を適
切に進めている。 
中学高校の学習は就
職においても大切な
ので、学力を「生き
るための力」ととら
えてほしい。 
授業改善は「探究」
をキーワードに進め
てほしい。 
ICT 活用について幅広
い活用ができるよう
に環境整備が行われ
ている。継続的に指
導内容の充実を進め
てほしい。 

① ICT を活用した授業改善
をすすめるとともに、
ICT 環境を整備した。１
人１台端末導入 1年目の
教育活動の成果を踏ま
え、さらなる活用に向
けて教育活動を整備す
る必要がある。 

 
② 新学習指導要領に基づ

き、本校の魅力と特色
を具現化した教育課程
の１年目を実施した。
来年度からの実施の中
で、必要な整備を継続
していく。  

①１人１台端末に対応した教育
環境を整備するとともに、そ
の実践力向上のため授業改善
をすすめる。 

 
 
 
 
 
② 新学習指導要領の 1 年目の実

施状況を踏まえ、必要なカリ
キュラム･マネジメントをす
すめる。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

① 規 範 意 識 を 高
め、校内だけでな
く地域社会におい
ても責任ある行動
がとれるようにす
る。 
 
 
②組織的な教育相
談体制を構築し、
生徒一人ひとりに
応 じ た 支 援 を 行
う。 
 
 
 
 
 
③学校行事や生徒
会活動等に対する
生徒の主体的な取
組を促し、自己肯
定感と他者を尊重
し協働する態度を
養う。 
 
④部活動の活性化
を通じて、挑戦す
る気持ちを高め、
豊かな人間性や社
会性の涵養につな
げる。 

①生徒の規範意識を
高めるとともに、生
徒自身が規範意識に
結びついた行動がと
れるよう保護者等と
連携しながら取り組
む。 

 
②日常的に生徒情報
を共有するととも
に、支援が必要な生
徒に対し外部資源を
積極的に活用する。 
 
 
 
 
 
③生徒主体の学校行
事・部活動運営を支
援しリーダーシップ
を育成する。 
 
 
 
 
④部活動加入率、継
続率の向上を目指
し、部活動の活性化
を図る。 

①遅刻指導では遅刻
の原因、改善のため
の方策を生徒と一緒
に考え、遅刻が改善
されるよう指導を行
う。 
 
 
②SC、各年次の教育
相談担当で情報共有
を行い、支援が必要
な生徒には、外部資
源の活用を含めて対
応する。 
 
 
 
 
③生徒が主体的に学
校行事に参加し活気
ある活動ができるよ
う支援する。 
 
 
 
 
④生徒会役員や部活
動加入生徒と連携を
し、加入率向上や活
性化に向けた取り組
みを支援する。 

①遅刻を繰り返す
生徒が自らの行動
を振り、行動を改
善することができ
たか。 
 
 
 
②情報共有の中か
ら支援が必要な生
徒を早期に発見
し、SC・SSW や外
部資源に活用がで
きたか。 
 
 
 
 
③委員会や生徒会
執行部の活動、部
活動を生徒主体で
進めることができ
たか。 
 
 
 
④部活動の加入率
を高め、継続率
80％以上であった
か。 

①生徒が行動
を振り返り見
直しをする機
会となった。
しかし、行動
の改善に結び
つかない生徒
もいた。 
②SC 利用とと
もに、SSW、特
別支援学校の
巡回相談、総
合教育センタ
ーを活用する
こ と が で き
た。 
 
③体育祭、文
化祭、球技大
会などの運営
面における生
徒の主体的な
活動が見られ
た。 
 
④新入生の入
部率は前年度
の加入率を上
回った。部活
動 継 続 率 は
80％以上あっ
た。 

①生徒とコミュニ
ケ ー シ ョ ン を 取
り、人間関係を構
築しながら粘り強
く 指 導 を し て い
く。 
 
 
②SC への相談を希
望 す る 生 徒 が 多
く、相談枠が十分
で な い 状 況 が あ
る。リピーターに
ついては、日常的
な生徒情報の共有
を更にすすめると
ともに振り返り時
間で以降の相談の
必要性の有無を職
員間で精査する。 
 
③各行事で生徒が
活躍できるよう、
部活動や委員会の
役割を設定し盛り
上げていく。 
 
④入部率を高めら
れるよう広報活動
の充実を図る。 
また、設備におい
ても支援する。 

生徒の行動が落ち着
いてきている。 
教育相談における
SC・SSW 活用を評価し
たい。中学校では教
育相談期間を設定し
て対応しているので
参考にされたい。 
遅刻指導について、
高校入学前に基本的
生活習慣が身に付い
ていない生徒の改善
は難しいので、家庭
との連携が大切であ
る。 
生徒主体の学校行事
や部活動の運営を行
うことにより、リー
ダーシップ育成や人
間形成を期待する。 
校則については学生
の自由な意見も大切
だが、一方、学校と
して「骨格」を作っ
たうえで外部等の意
見を聴取したほうが
良い。多様性の中で
の統一したルールが
必要だと考える。 
 

① 生徒の規範意識を高め
るため、保護者との連
携体制を整備した。今
後もさまざまな場面を
通じて連携を強化して
いく。 

② 日頃より生徒情報の共
有に努め、支援の必要
な生徒には、外部資源
も活用した支援を行っ
た。  
 

③ 生徒会役員等の主体的
な取組をすすめるとと
もに、感染症対策に配
慮した上で学校行事を
実施することができ
た。 

  
④ 部活動の活性化に向け

た取組を行ったが、期
待以上の活性化につな
げられなかった。さら
なる取組を工夫する必
要がある。  

① 保護者・地域・生徒会役員等
とも連携して、生徒の規範意
識を高める取組を行う 

 
 

 
② 生徒情報の共有化をすすめ、

外部資源の活用や特別支援学
校の巡回相談、新たに配置さ
れる SSW を積極的に活用して
より有効な支援体制を構築す
る。 
 

③ 生徒の自己肯定感や他者を尊
重し協働する態度の涵養につ
なげることを意識した学校行
事を実施する。 

 
 
④ 生徒会役員や部活動加入生徒

と連携し、新たな感染症対策
を踏まえ、加入率向上や活性
化に向けた取組を工夫する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月２日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

生徒一人ひとりに
よりよい進路を実
現させるため、進
路に関する知見を
広め、自己の将来
を洞察することが
できる進路指導を
展開する。 
 
 
 

①生徒の進路希望実

現に向けて、学校・

家庭が一体となった

進路指導体制の充実

を目指す。 

 

 

②ICT を利活用しな

がら、生徒の学力向

上に向けての支援を

行う。 

①教員のガイダンス

力を高める研修会を

実施するとともに、

保護者等が進路に関

する情報をより多く

収集できるような説

明会を開催する。 

②１・２年次生につ

いては全員年３回の

模試を契機に学力や

学習習慣を改善させ

る。３年次生につい

ては外部模試の受験

を積極的に促し、進

路選択の幅を広げさ

せる。 

①今日の進学や就

職の状況やポイン

トについて情報を

発信および共有

し、よりよい進路

指導につなげるこ

とができたか。 

②教育支援システ

ムを活用し年３回

の模試の分析結果

を生徒に提示する

ことで改善を図る

ことができたか。

延べ 20 名以上の

３年次生が外部模

試を受験し、その

結果を進路選択に

活かせたか。 

①教員に新教

育課程の入試

科目の変更点

等を遅滞なく

伝達できた。

保護者に時期

を得た説明会

を開催するこ

とができた。 
②模試の分析
結果を周知し
たが活用につ
いて改善した
い。３年次外
部模試は、働
きかけの効果
は見られなか
った。 

①情報の提供が３

年次に偏りがちに

なっていることを

解 消 す る た め 、

１ ・ ２ 年 次 の 生

徒・保護者を対象

とした説明会の開

催を検討する必要

がある。 
②１・２年次につ
いては、模試受験
の意義や効果を再
検討する必要があ
る。また３年次対
象の外部模試につ
いても校内実施の
有無を含め検討を
要する。 

成果が出ている。 
幅広い進路、幅広い
ニーズに対応してい
る。具体的な進路か
ら逆算して何が必要
なのか、生徒自身が
考えることができる
と理想的である。自
己の将来を洞察する
ことができる進路指
導に努めていただき
たい。 
早い段階で進路が決
まった生徒をケアす
る必要がある。 
進路指導において、
ICT の利活用をさらに
進めてほしい。 

① 感染症対策にも配慮し
た上で、計画的なキャ
リア教育を実践でき
た。今後もさらなる改
善を加え、生徒の希望
進路実現につなげる指
導･支援を行う。進路情
報提供が３年次中心に
なってしまった。  

 
② スタディーサポートの

活用により、生徒の学
習習慣の見直しに結び
付けることができた。
今後は、業者の見直し
も含め、探究活動や学
習支援を充実させる。 

① ICT の利活用をさらに進め、
生徒の希望進路実現につなが
る進路指導に改善を加える。
１・２年次の生徒・保護者へ
の情報提供の機会を設定す
る。 

 
 
 
 
② ２年次・３年次についてはス

タディーサポートの活用を定
着させ、３年次生徒の進学指
導を充実させる。1 年次につ
いては進路実現のため、学習
習慣の定着、学習支援・探究
活動の充実を図る。 

４ 地域等との協働 

地域の教育力を活
用し、実践教育を
推進する。また、
本校の教育活動を
積極的に発信し、
相互理解を深める
中で地域に貢献す
る。 

 

 

 

 

①新型コロナウイル
ス感染症との共存の
中、地域との連携・
交流の可能な場面を
模索し、相互に有益
な協働を実現する。 

 
②日々の学校生活に
表れている本校の魅
力と特色を分かりや
すく発信すること
で、地域からの信頼
を得られるようにす
る。 

①感染症対策を徹底
した上で、地域のボ
ランティア活動等に
生徒が安心して参加
できる環境づくりを
行う。 
 
②対面での情報発信
が難しい中、ホーム
ページの更新回数を
増やし、新しい情報
を具体的視覚的に発
信する。 

①地域との交流を
経験した生徒の７
割以上が達成感を
覚え、自分の成長
を感じることがで
きたか。 

 
②学校説明会や学
校見学会での情報
発信と、ほぼ同量
同質の情報をホー
ムページから発信
することができた
か。 

①音楽系部活
を中心に地域ｲ
ﾍﾞﾝﾄの支援や
演奏等ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
活 動 を 行 っ
た。全生徒が
地域清掃を行
い地域貢献意
識を高めた。 
②月に５～６
回程度の HP 更
新を行い、本
校の教育活動
をﾘｱﾙﾀｲﾑで発
信した。 

①部単位のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
活動は定着し、継
続的に実施できた
が、個人での参加
者が少ないので、
広報活動を充実さ
せる。感染症対策
のため地域協働
は、情報発信やｵﾝ
ﾗｲﾝによる相互理
解を深める。 
②感染症対策のｶﾞ
ｲﾄ ﾞﾗ ｲ ﾝ緩和を受
け、説明会・見学
会の参加可能人数
を検討する。 

様々な制限の中で活
発に行っている。 
防災・防犯・環境等
学校とともに地域が
一緒に成長していき
たい。 
来年度は各種の地域
行事を復活させ、緑
園高校生の成果発表
の機会を多く作って
ほしい。 
広報（学校説明会）
について、オンライ
ンの活用を検討して
ほしい。 
 

① 地域交流・地域支援に
ついては、感染症対策
を取りながら、実施す
ることができた。 
 

② ホームページのこまめ
な更新に努め、情報発
信をすることができ
た。今後もさらなる整
備をすすめ、魅力ある
ホームページにしてい
く。 

① 地域との協議により、感染
症対策に配慮した地域交流
を企画し、実践していく。 

 
 
② ホームページのコンテンツを

見直し、本校の魅力を発信す
るとともに、より一層更新頻
度を高めていきたい。 

５ 
学校管理 
学校運営 

① 学 校 施 設 の 整
備、美化活動の推
進等を通じて、優
れた教育環境と防
災 体 制 を 構 築 す
る。 
②三ツ境養護学校
分教室の受入れを
完成し、本校の教
育活動との融合を
図り、インクルー
シブ教育をすすめ
る。 
 
③事故･不祥事を起
こさない職場づく
りをすすめる。 
 
 
④教職員の働き方
を見直し、休暇取
得率をあげる。 

①感染症対策を継続
し、家庭を含めた学
校の衛生管理体制と
防災体制を確立す
る。 
 
②本校の教育活動と
の融合計画を策定
し、インクルーシブ
教育の実践に備える 
 
 
 
 
③常に当時者意識を
持ち、不祥事をゼロ
とする職場づくりを
行う。 
 
④休暇の取得日数の
増加と超過勤務時間
の減少を目指す。 

①清掃活動・消毒作
業の徹底を継続する
とともに、PTA と連
携して、家庭での感
染対策の向上を図
る。 
 危機管理マニュア
ルを策定する。 

 
②ワーキンググルー
プを中心に融合計画
を策定する。 
 
③不祥事防止研修や
事例紹介を継続する
とともにセルフチェ
ックを徹底する。 
 
④衛生委員会を活用
して、休暇取得状況
及び超過勤務時間集
計をチェックして、
職員に啓発する。 

①衛生管理体制を
向上させ、感染者
数を昨年度より減
少させることがで
きたか。 
 危機管理マニュ
アルを完成・周
知することがで
きたか。 

②融合計画を策定
し、インクルーシ
ブ教育の実践に備
える研修を実施で
きたか。 
③当時者意識の高
い職場をつくり、
不祥事ゼロを達成
できたか。 
④昨年比で休暇の
取得日数は増えた
か。超過勤務時間
の平均は減少した
か。 

①ﾏｽｸ会食を
徹底できず、
減少できなか
った。 
危機管理ﾏﾆｭｱﾙ
はほぼ完成し
た。 
②融合計画策
定のため情報
交換をした。 
③ｸﾞﾙｰﾌﾟ主体
の不祥事防止
研 修 を 実 施
し、不祥事ゼ
ロ を 達 成 し
た。 
④超過勤務状
況を衛生委員
会で確認し、
長時間勤務者
には、産業医
の面談を実施
した。 

①「慣れ」による
感染防止意識の低
下を防ぐために、
日々SHR を活用し
て、感染防止の啓
発活動を行う。危
機管理ﾏﾆｭｱﾙは来
年度前期で完成さ
せる。 
②行事予定・施設
利用情報を踏ま
え、融合計画策定
と研修を実施す
る。 
③ｾﾙﾌﾁｪｯｸとｸﾞﾙｰ
ﾌﾟ主体の研修を継
続し、不祥事ゼロ
を継続する。 
④超過勤務状態確
認と産業医面談を
継続し、1 日単位
の休暇取得の呼び
かけを継続する。 

感染症対策について
は、適切に対応して
いる。 
支援学校分教室との
融合計画は学校の特
色となるものだと思
う。 
事故防止について
は、引き続き今後も
適切に対応してほし
い。 
働き方改革について
は、呼びかけを継続
してほしい。 

①日々の消毒作業等と徹底
した黙食指導を実施し、
感染者数を最小限に抑え
ることができた。 

 
② 令和５年度の受入に向

けてハード面の整備・
引っ越しなどは無事終
了した。今後は両校の
協力体制を丁寧に調整
していく。 

 
③ 研修会を実施するとと

もに、点検体制の整備
をすすめた。事故・不
祥事ゼロに向け、さら
なる点検体制の整備を
行う。 

 
④ 業務のオンライン化に

より勤務時間の有効活
用につなげることがで
きた。 

① 国や県の感染症対策を踏ま
え、継続して衛生管理体制の
整備に努めるとともに、生徒
への保健指導も徹底する。 

 
② 連絡調整のためのワーキング

グループを中心に、分教室と
連携を密にとり、課題を解決
する。 

 
 
 
③ 研修会を工夫するととも    
に、チェックシート等を用い
た点検を実施する。 

 
 
 
 
④ 業務のオンライン化をさらに

すすめ、仕事の能率化をはか
る 



 

 


